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■
市
道
宮
本
２
号
線
の

拡
幅
整
備

市
道
宮
本
２
号
線
は
、
辻
久

留
町
地
内
の
県
道
伊
勢
南
島
線

か
ら
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
万
亀

会
館
」
を
経
て
、
市
営
住
宅
旭

町
団
地
付
近
の
市
道
宮
本
１
号

線
に
接
続
す
る
、
全
体
延
長
１

５
０
０
ｍ
の
１
級
市
道
で
す
。

改
良
前
の
こ
の
道
路
は
、
幅

員
が
約
４
ｍ
と
狭
く
、
見
通
し

が
悪
い
状
態
で
し
た
。

平
成
５
年
に
近
畿
自
動
車
道

伊
勢
線
の
勢
和
多
気
Ｉ
Ｃ
〜
伊

勢
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
、
ま
た
、
市

道
宮
本
１
号
線
が
完
成
し
た
こ

と
も
あ
り
、
周
辺
地
区
の
宅
地

開
発
の
進
行
で
、
交
通
量
が
増

加
し
、
自
動
車
の
往
来
に
支
障

を
来
し
て
い
ま
し
た
。

道
路

そ
こ
で
、
平
成
６
年
度
か
ら

総
事
業
費
11
億
６
０
０
０
万
円
、

全
体
延
長
１
５
０
０
ｍ
、
車
道

幅
員
5.5
ｍ
、
歩
道
幅
員
２
ｍ
の

道
路
と
し
て
拡
幅
整
備
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
道
路
の
拡
幅
に
は
用
地

買
収
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た

め
、
地
権
者
の
方
々
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
平
成
17
年
度
に

完
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
最
終
段
階
の
工
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
道
路
の
完
成
に
よ
り
、

県
道
伊
勢
南
島
線
か
ら
県
伊
勢

庁
舎
付
近
の
御
木
本
道
路
ま
で

の
通
行
が
円
滑
に
な
り
、
交
通

の
安
全
性
の
向
上
が
図
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

市道宮本2号線

伊勢市の都市基盤整備�市の都市基盤整備�
都市整備課（1K5586）�

維持管理課（1K5589）�

施設の新設と改良について�

施設の管理について�

市
は
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
市
内
各
所
で
都
市
基
盤
整
備
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

工
事
中
は
、
通
勤
・
通
学
・
日
常
生
活

に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市営住宅�
旭町団地�

　市道�
宮本2号線�

市道�
宮本1号線�

宮本支所 �
宮本地区�
コミュニティセンター�

写真箇所�
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■
そ
の
ほ
か
の
道
路
整
備

現
在
、
用
地
買
収
を
含
め
整

備
を
進
め
て
い
る
幹
線
道
路
は
、

市
道
大
湊
川
線
（
大
湊
町
）
、

市
道
元
町
46
号
線
（
小
俣
町
元

町
）
、
市
道
小
俣
20
号
線
（
小

俣
町
明
野
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

防
衛
施
設
周
辺
地
域
で
は
、

航
空
機
事
故
時
な
ど
の
消
防
救

難
活
動
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

■
道
路
の
管
理

市
道
の
総
延
長
は
８
５
７
㎞

に
及
び
ま
す
。

こ
の
道
路
を
安
全
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
を
毎
週
実
施
し
、
危
険

箇
所
の
早
期
発
見
・
対
応
に
努

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
期
的
に
路
面
清
掃

を
行
い
、
道
路
の
機
能
や
美
観

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
全
域
の
最
新

の
道
路
状
況
を
す
べ
て
把
握
す

る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
危
険

箇
所
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
は
、

維
持
管
理
課
管
理
係
（
1
K
５

５
８
９
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
交
通
安
全
施
設
の

設
置
と
管
理

道
路
交
通
の
補
助
を
目
的
と

し
て
、
市
道
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

や
道
路
照
明
灯
な
ど
を
設
置
し
、

管
理
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
で
は
、
平
成

17
年
中
に
14
人
の
方
が
交
通
事

故
に
よ
り
亡
く
な
る
な
ど
、
依

然
と
し
て
交
通
事
故
が
多
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
だ
け
を
頼
る

の
で
は
な
く
、
必
ず
自
分
の
目

で
再
確
認
す
る
な
ど
、
安
全
運

転
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

小
俣
町
本
町
に

あ
る
ユ
ニ
チ
カ

の
北
側
の
市
道

小
俣
１
号
線
を

は
じ
め
、
市
道

磯
小
俣
３
号
線

（
磯
町
）
な
ど

の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
市

計
画
道
路
に
つ

い
て
は
、
日
赤

神
田
線
（
一
之

木
４
丁
目
、
大

世
古
４
丁
目
）
、

八
日
市
場
高
向

線
外
１
線
（
御
薗

町
高
向
）
を
街

路
事
業
と
し
て

整
備
し
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
市

内
各
所
で
生
活

道
路
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

整備が進められている道路（小俣町：JR宮川駅付近）

～安全・安心なまちづくり～�伊勢伊勢市の都市基盤整備�伊勢

路面清掃の様子

離宮院公園�

離宮院跡� 宮
川
駅�

JR

写真箇所�
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■
河
川
や
排
水
路
の
改
良

伊
勢
市
は
、
伊
勢
平
野
の
標

高
の
低
い
地
域
が
多
く
、
台
風

や
短
時
間
集
中
型
の
局
地
的
な

降
雨
な
ど
に
よ
り
、
浸
水
被
害

が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
準
用
河
川
の
桧
ひ
の
き

尻じ
り

川
（
一
之
木
５
丁
目
）
・
大
堀

川
支
川
（
東
大
淀
町
、
柏
町
）
・

船
江
山
川
（
勢
田
町
ほ
か
）
な

ど
の
改
修
を
行
い
、
家
屋
な
ど

へ
の
浸
水
を
防
止
す
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
排
水
路
の
断
面
不
足

（
容
量
不
足
）
を
解
消
す
る
た

め
、
岡
本
３
丁
目
、
小
俣
町
湯

田
地
内
な
ど
で
排
水
路
の
改
良

に
取
り
組
む
な
ど
、
年
次
的
に

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

〈
排
水
路
へ
の
架
橋
〉

宅
地
な
ど
の
出
入
り
口
と
し

て
許
可
を
受
け
た
場
合
に
限
り
、

市
が
管
理
す
る
排
水
路
に
橋
を

架
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
橋
を
駐
車
場
と
し

て
利
用
す
る
な
ど
、
許
可
の
目

的
外
使
用
を
し
て
い
る
状
況
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
事
故
な
ど

の
原
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の

で
、
適
正
な
使
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
架
橋
を
計
画

し
て
い
る
方
は
、
維
持
管
理
課

管
理
係
（
1
K
５
５
８
９
）
ま

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
排
水
機
場
の
設
置
と
管
理

雨
水
な
ど
の
排
水
は
、
道
路

側
溝
や
排
水
路
を
通
じ
て
河
川
、

海
へ
流
れ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
台
風
な
ど
の
大
雨

時
に
は
、
自
然
の
流
れ
だ
け
で

は
排
水
し
き
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
市
内
の
65
カ
所

に
排
水
機
場
を
設
置
し
、
動
力

ポ
ン
プ
を
使
用
し
た
排
水
を
行

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ

の
稼
働
は
、
地
域
に
よ
っ
て
出

水
状
況
が
異
な
る
た
め
、
地
元

の
自
治
会
な
ど
の
協
力
を
得
て

行
っ
て
い
ま
す
。

排
水
機
場
へ
通
じ
る
多
く
の

河
川
や
排
水
路
は
、
オ
ー
プ
ン

河
川
・

排
水
路

■
道
路
側
溝
の
設
置
と
管
理

雨
水
な
ど
が
河
川
へ
円
滑
に

流
れ
る
よ
う
に
、
道
路
側
溝
を

設
置
し
、
管
理
を
し
て
い
ま
す

が
、
老
朽
化
に
よ
り
道
路
側
溝

と
し
て
の
機
能
が
低
下
し
て
い

る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
改
良
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に

密
接
に
関
連
す
る
た
め
、
原
則

と
し
て
自
治
会
な
ど
の
要
望
に

基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
道
路
側
溝
の
改

良
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
要
望

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
効
果
を
検
討
し
、
市
内
全

域
を
対
象
と
し
て
、
優
先
度
が

高
い
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
か
ら

順
次
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

■
橋
梁

き
ょ
う
り
ょ
う

耐
震
対
策

近
年
、
東
海
・
東
南
海
・
南

海
地
震
な
ど
の
大
規
模
な
地
震

の
発
生
が
危
惧
き

ぐ

さ
れ
、
さ
ら
な

る
防
災
対
策
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
防
災
対
策
の
一
環
と
し

水
路
に
な
っ
て
い
て
蓋ふ

た

が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
ご
み
や

強
風
で
飛
ば
さ
れ
た
物
な
ど
が

排
水
機
場
へ
流
れ
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

吸
水
口
に
物
が
詰
ま
っ
て
し

ま
う
と
、
ポ
ン
プ
の
稼
働
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
河

川
や
排
水
路
お
よ
び
そ
の
付
近

に
、
物
を
置
い
た
り
、
捨
て
た

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

て
、
震
災
時
に
多
く
の
利
用
が

予
想
さ
れ
る
重
要
な
橋
梁
の
耐

震
対
策
を
、
年
次
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
避
難
や
物
資

輸
送
な
ど
の
救
援
活
動
の
円
滑

化
を
図
り
ま
す
。

～安全・安心なまちづくり～�

豊浜橋（西豊浜町：豊浜支所付近）の耐震補強工事

道路側溝改良 いな川ポンプ場
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■
公
園
の
管
理

市
内
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
の
場
、地
域
の
交
流
の
場
、

ま
た
、
憩
い
の
場
と
し
て
の
公

園
が
１
５
５
カ
所
あ
り
ま
す
。

こ
の
公
園
を
快
適
に
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
、
毎
年
、

公
園
内
の
遊
具
を
点
検
し
、
危

険
箇
所
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

順
次
補
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
地
域
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
公
園
の
清
掃
を

行
い
、
公
園
の
美
化
に
努
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
利
用

者
の
マ
ナ
ー
は
年
々
低
下
し
て

い
ま
す
。

故
意
に
よ
る
遊
具
な
ど
の
損

壊
や
落
書
き
、
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん

尿
の
放
置
や
不
法
投
棄
な
ど
が

後
を
絶
た
ず
、
そ
の
対
応
に
苦

慮
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
衆
便
所
の
管
理
に

つ
い
て
は
、
清
掃
業
務
を
外
部

に
委
託
し
た
り
、
地
元
の
方
に

依
頼
し
、
常
に
利
用
者
が
快
適

に
利
用
で
き
る
環
境
の
維
持
に

努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
持
ち
去
り
や
、
異
物
を

便
器
に
流
し
て
詰
ま
ら
せ
る
な

ど
の
い
た
ず
ら
が
多
発
し
て
い

る
状
況
で
す
。

公
園
も
皆
さ
ん
に
大
切
に
利

用
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、

美
し
い
環
境
を
保
つ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
に
あ
る
す
べ
て
の
施
設

を
最
良
の
状
態
で
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
必
要
で
す
。
施
設
を

大
切
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
修
繕
な
ど
の
経
費
を
削

減
で
き
ま
す
。

ま
た
、
施
設
に
問
題
が
あ
る

場
合
に
、
市
と
皆
さ
ん
が
一
緒

に
な
っ
て
解
決
し
て
い
く
こ
と

で
、
よ
い
環
境
が
維
持
で
き
ま

す
。行

政
と
市
民
・
企
業
な
ど
が

一
体
と
な
っ
て
、
魅
力
あ
る
伊

勢
市
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

公
園

こ
の
事
業
は
、
道
路
や
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
で
、
花
の
あ

る
美
し
い
空
間
づ
く
り
を
行
う

も
の
で
す
。

花
は
生
き
物
で
あ
り
、
日
々

の
管
理
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

こ
の
事
業
は
地
域
の
皆
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
今
後
も
、
花
の
あ
る

美
し
い
空
間
を
市
内
全
域
に
広

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
花
の
あ
る

美
し
い
空
間
づ
く
り
が
で
き
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
維

持
管
理
課
維
持
係
（
1
K
５
５

９
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

花
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業

中寺前公園（近鉄伊勢市駅北側）

■
公
園
の
整
備

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者

を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
方
に
や

さ
し
い
「
快
適
な
遊
び
・
憩
い

の
場
と
な
る
公
園
」
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
市
は
、
平
成
15
年

度
に
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
公
園
整

備
計
画
」
を
策
定
し
、
公
園
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
す

べ
て
の
方
が
利
用
で
き
る
設

計
）
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
は
、
中
央
公
園

（
一
之
木
２
丁
目
）、
中
寺
前
公

園
（
河
崎
１
丁
目
）
、
築
地
公

園
（
船
江
２
丁
目
）
の
改
修
を

行
い
、
今
後
も
年
次
的
に
事
業

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
防
衛
施
設
周
辺
地
域

の
緊
急
避
難
地
対
策
と
し
て
、

平
成
17
年
度
〜
18
年
度
に
か
け

て
野
村
公
園
（
野
村
町
）
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
へ

ボランティアによる花の植栽作業
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平成16年度までの破砕不燃残渣�
1,000トン�

破砕不燃残渣�
第1段階�

資源化 50トン�埋め立て�

破砕不燃残渣�
第2段階�

資源化 230トン�埋め立て�

破砕不燃残渣�
第3段階�

資源化 480トン�埋め立て�

破砕不燃残渣�
第4段階�

資源化 800トン�埋め立て�

破砕不燃残渣�第5段階�
さらなる資源化を推進します�「ゼロ」を�

目指します!!

↓�

↓�

↓�

↓�

↓�

「
ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち
・
伊
勢
」へ
向
け
て
前
進
!!�
�

資
源
循
環
課
（
1
K
５
５
４
３
）�

維
持
管
理
課
（
1
K
５
５
８
９
）�

廃
棄
物
が

廃
棄
物
が
資
源
資
源
に
…�

ガ
ラ
ス
を
使
っ
て�

　
　
　
道
路
舗
装

　
　
　
道
路
舗
装�

廃
棄
物
が
資
源
に
…�

ガ
ラ
ス
を
使
っ
て�

　
　
　
道
路
舗
装�

ガラス類�

陶磁器類�

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、「
ご

み
を
出
さ
な
い
」
こ
と
が
大
切

で
す
が
、
ど
う
し
て
も
ご
み
と

し
て
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
ご
み
は
、
「
適
正
な

処
理
」
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

「
ご
み
ゼ
ロ
」
実
現
の
た
め
に

は
、
「
資
源
と
し
て
再
利
用
」

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

現
在
、
燃
え
な
い
ご
み
は
、

伊
勢
広
域
環
境
組
合
の
粗
大
ご

み
処
理
施
設
で
破
砕
は

さ
い

・
分
別
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
最
後
に
残
っ
た
ガ

ラ
ス
く
ず
な
ど
の
「
破
砕
不
燃

残
渣

ざ
ん

さ

」
の
処
理
を
、
民
間
業
者

に
委
託
し
、
市
外
の
処
分
場
へ

埋
め
立
て
て
い
ま
す
が
、
こ
の

「
破
砕
不
燃
残
渣
」
の
約
95
％

を
ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
類
が
占
め

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
、
資
源
化
を
進

め
る
第
一
歩
と
し
て
、
試
験
的

に
道
路
の
舗
装
資
材
に
ガ
ラ
ス

類
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
今
後
の
実
用
化
に
向
け
、

使
用
す
る
ガ
ラ
ス
の
色
に
よ
る

反
射
率
の
違
い
な
ど
を
調
査

し
、
ガ
ラ
ス
舗
装
資
材
の
特
性

を
生
か
し
た
交
通
安
全
対
策
な

ど
の
実
証
を
行
い
ま
す
。

舗
装
工
事
期
間

３
月
２
日
（木）

〜
４
日
（土）
（
雨
天
順
延
）

舗
装
工
事
場
所

柏
東
大
淀
線

（
柏
町
地
内
）

ガ
ラ
ス
使
用
量

39
ト
ン
　

使
用
ガ
ラ
ス
粒
度

2.5
㎜
〜
５
㎜

ま
た
、
有
緝
小
学
校
校
舎
の

正
面
玄
関
の
通
路
に
、
ガ
ラ
ス

再
生
品
を
使
っ
た
「
リ
サ
イ
ク

ル
資
材
」
を
使
用
す
る
予
定
で

す
。こ

の
よ
う
に
、
ガ
ラ
ス
・
陶

磁
器
類
の
資
源
化
の
方
策
を
検

証
し
、
最
終
処
分
す
る
も
の
が

「
ゼ
ロ
」
に
な
る
『
ご
み
ゼ
ロ

の
ま
ち
』
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

市
は
、「
ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち
・

伊
勢
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち
・
伊
勢
」

と
は
、

『
使
い
捨
て
の
生
活
様
式
』
か

ら
脱
却

ご
み
を
『
資
源
』
と
し
て
認
識

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
責
務
を
果
た
し
、『
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
』
を
構
築

最
終
処
分
す
る
も
の
を『
ゼ
ロ
』

に
す
る

こ
と
で
す
。



平成18年3月号7

●ごみの呼び方を統一します

旧伊勢市、二見町、小俣町、御薗町でそれぞれ異なっていたごみの

呼び方を、「広報いせ」３月号から下表のとおり統一します。

新しい呼び方� 旧伊勢市� 二見町� 小俣町� 御薗町�

ごみ� ごみ� ごみ� ゴミ� ゴミ�

燃えるごみ� 可燃ごみ� もえるごみ� もやせるごみ� 可燃物�
（もえるゴミ）�

不燃物�
（もえないゴミ）�

不燃ごみ�
カン・くずびん�
（※変更なし）�

カン・小金属類�
ガラス・陶器類�
（※変更なし）�

　　 燃えないごみ�
※二見町…カン・小金属類�
　　　　　ガラス・陶器類�
※小俣町…カン・くずびん�

資源物� 資源物� 資源物�資源ごみ� 資源ゴミ�

資源ビン� 空きビン� ビン�

その他プラスチック製�
 容器包装�

プラスチック製容器包装�
（その他プラ）�

びん（4種）�
（※活きびん含む）�

　　  資源びん�
※二見町の活きびんは�
　継続して回収します�

プラスチック製容器包装�プラスチック製容器包装� その他のプラスチック�

家　庭�
伊勢広域�
環境組合�

破砕・分別�

燃えるごみ�

金属類�

破砕不燃残渣�

加工・�
資源化�

公共工事などに�
使用�
�

焼　却�

資源化�

埋め立て�

家　庭� 伊勢広域�
環境組合�

リサイクル�
工場�

分別�

ガラス・�
陶磁器類�

※�

※燃えないごみを破砕し、燃えるごみや鉄などの�
　金属類を取り除いた後に残ったもの。�

燃えないごみ�

ガラス類の処理（現在）�

ガラス類の処理（将来）�

●平成18年度版「ごみリサイクルカレンダー」ができました

平成18年度版「ごみリサイクルカレンダー」を、「広報いせ」３月

号と同時配布しました。カレンダーは、旧伊勢市、二見町、小俣町、

御薗町の４種類あり、表紙の色や中身が異なっています。

ごみの分別方法や、資源物回収日などの情報がたくさん掲載されて

いますので、ぜひご活用ください。

今まで「広報いせ」に掲載していました資源物回収日や燃えないご

みの回収日などは、４月号からは掲載しませんのでご了承ください。

U

C

D

リデュース�
（発生抑制）�

リユース�
（再利用）�

リサイクル�
（再資源化）�
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御遷宮対策事務局（伊勢商工会議所内）御遷宮対策事務局（伊勢商工会議所内）�

（1O5215）�

御遷宮対策事務局（伊勢商工会議所内）�

（1O5215）�

（第2回）�（第2回）�

今
回
は
、
お
木
曳
行
事
の
実

施
に
向
け
て
行
わ
れ
た
「
木
遣
き

や

り
の
発
表
」
「
東
京
で
の
情
報

発
信
」「
浜
参
宮
の
お
出
迎
え
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

自
慢
の
木
遣
り
を
披
露

教
育
委
員
会
は
、
総
合
文
化

誌
『
伊
勢
ぶ
ん
か
』
第
５
号
の

企
画
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
「
響

宴
！
伊
勢
の
木
や
り
唄
」
を
２

月
５
日
、
イ
オ
ン
ラ
ラ
パ
ー
ク

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
小

木
町
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
17
奉
曳
団
・

約
３
０
０
人
は
、
お
木
曳

行
事
を
控
え
、
練
習
を
重

ね
た
自
慢
の
木
遣
り
を
発

表
し
た
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
で
各
奉
曳
団
に

古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い

る
法
被

は
っ
ぴ

を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
写
真
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
来
場
者
が
采ざ
い

を
片
手
に
法
被
姿
で
、
記

念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
内
容
は
、

『
伊
勢
ぶ
ん
か
』
第
５
号

で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

東
京
で
「
遷
宮
」
と

「
お
木
曳
行
事
」
を
Ｐ
Ｒ

２
月
１
日
、
東
京
で
開
催
さ

れ
た
「
平
成
18
年
三
重
県
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
発
表
会
お
よ
び

メ
デ
ィ
ア
交
流
会
」
に
、
市
・

伊
勢
市
観
光
協
会
・
御
遷
宮
対

策
事
務
局
・
地
元
奉
曳
団
が
参

加
し
、
「
お
木
曳
行
事
」
を
全

国
へ
発
信
し
よ
う
と
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

当
日
の
発
表
会
に
は
、
三
重

県
観
光
連
盟
が
招
待
し
た
首
都

圏
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
・

雑
誌
な
ど
の
報
道
関
係
者
約
４

０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

野
呂
三
重
県
知
事
の
あ
い
さ

つ
に
引
き
続
き
、
「
木
遣
り
」

を
披
露
し
た
後
、
「
遷
宮
」
と

「
お
木
曳
行
事
」
を
紹
介
し
ま

し
た
。

ま
た
、
交
流
会
場
で
は
、「
お

木
曳
車
」
の
展
示
や
木
遣
り
の

披
露
、
特
産
品
で
あ
る
「
伊
勢

う
ど
ん
」
な
ど
の
試
食
会
に
加

え
、
観
光
コ
ー
ナ
ー
で
伊
勢
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

浜
参
宮
に
訪
れ
る
皆
さ
ん
を

温
か
く
お
も
て
な
し

各
奉
曳
団
で
は
、
古
例
に
よ

り
、
お
木
曳
行
事
の
前
に
身
を

清
め
る
た
め
、
二
見
興
玉
神
社

で
浜
参
宮
を
行
い
ま
す
。

二
見
浦
観
光
協
会
は
、
浜
参

宮
受
入
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

旅
館
街
へ
の
「
の
ぼ
り
」
な
ど

の
設
置
、
国
旗
掲
揚
、
湯
茶
接

待
、
駐
車
場
案
内
看
板
の
設
置

な
ど
、
浜
参
宮
に
訪
れ
る
奉
曳

団
を
温
か
く
お
迎
え
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
一

日
神
領
民
の
方
々
に
も
、
「
お

も
て
な
し
」
を
行
う
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
慢
の
木
遣
り
を
披
露

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
発
表
会
で

報
道
関
係
者
に
「
お
木
曳
行
事
」
を
Ｐ
Ｒ
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な
い
の
で
す
。
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を

行
う
人
を
雇
用
で
き
る
こ
と
く

ら
い
で
す
。

逆
に
、
本
来
の
事
業
に
支
障

が
出
る
危
険
さ
え
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
隠
れ

み
の
に
し
て
、
利
益
を
得
よ
う

と
す
る
団
体
も
出
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
だ
か
ら
大
丈
夫

と
安
直
に
考
え
ず
、
ち
ゃ
ん
と

し
た
活
動
を
し
て
い
る
団
体
か

ど
う
か
見
極
め
る
必
要
が
あ
る

よ
う
で
す
。

「
お
い
し
い
話
に
は
裏
が
あ

る
」
と
い
う
言
葉
は
、
何
事
に

も
当
て
は
ま
る
よ
う
で
す
ね
。

パルティ4コマ劇場

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.2

管
理
運
営
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
せ
コ
ン
ビ
ニ
ネ
ッ
ト

1
J
４
３
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://skc.e

-ise
.ne
t

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スskc@

e
-ise
.ne
t

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

（第2回）

ザ
伊
勢
講
事
務
局
（
1
N
３
７
１
５
）

ザ
伊
勢
講

「
ザ
伊
勢
講
」
は
、
平
成
元

年
、
市
内
の
各
団
体
・
個
人
・

伊
勢
市
に
よ
り
、
伊
勢
の
ま
ち

の
歴
史
と
文
化
を
内
外
に
発
信

す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
（
現
在
は
、
会
の
目

的
に
賛
同
す
る
個
人
が
集
ま
り
、

運
営
し
て
い
ま
す
）

「
伊
勢
の
物
産
」
の
送
付
、「
伊

勢
講
ま
っ
ぷ
」
の
発
行
、「
お
伊

勢
さ
ん
１
２
５
社
め
ぐ
り
」
の

実
施
、
「
伊
勢
講
暦
」
の
発
行

（
年
１
回
）、
そ
し
て
市
民
の
手

に
よ
る
「
ま
ち
か
ど
博
物
館
」

の
設
置
な
ど
、「
ま
ち
を
知
り
、

ま
ち
を
愛
す
る
」
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。設

立
し
て
17
年
。
平
成
の
年

号
と
と
も
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
が
、
悲
し
い
か
な
メ
ン
バ
ー

の
高
齢
化
が
進
み
、
若
い
力
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
御
遷
宮
で
す
。
平

成
17
年
は
、
伊
勢
学
講
座
「
遷

宮
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
を
６

回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
、
御み

杣そ
ま

始
祭

は
じ
め
さ
い
の
地
・
長
野
県
上
松
町

あ
げ
ま
つ
ま
ち

へ

の
訪
問
や
、
神
宮
「
月
次
祭
」

の
奉
拝
な
ど
、
多
く
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ち
を
愛

す
る
こ
と
か
ら
…
。
平
成
25
年

斎
行
の
「
第
62
回
式
年
遷
宮
」

へ
向
け
、
さ
ら
に
「
ま
ち
を
知

り
、
ま
ち
を
愛
す
る
」
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
収
益
事
業

社
団
法
人
や
財
団
法
人
、
社

会
福
祉
法
人
な
ど
は
、
税
制
の

優
遇
措
置
を
受
け
て
い
る
た
め
、

収
益
事
業
を
た
く
さ
ん
行
う
の

は
問
題
で
す
。

し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、

税
制
の
優
遇
措
置
を
受
け
て
い

な
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん
収
益
事

業
を
行
っ
て
も
よ
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
が
、
話
は
そ

う
単
純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
は
、
収
益
事

業
ば
か
り
を
行
う
直
接
的
な
メ

リ
ッ
ト
（
長
所
）
は
ほ
と
ん
ど

伊勢学講座「遷宮ってなんだろう？」（賓日館にて）

今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
収

益
事
業
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。
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図書館だより
伊勢図書館 121-0077 FAX21-0078 小俣図書館 129-3900 FAX29-3902

■利用案内
開館時間 午前9時～午後5時（水曜日・木曜日・
金曜日は午後7時まで）

■おはなし会
とき ①3月4日(土)・②11日(土)・③18日(土)・④25
日(土)、午後2時30分～
ところ 1階児童書コーナー　
対象 ①②④幼児・小学生、③乳幼児・保護者

■ビデオの日
とき 3月12日(日)、午後1時30分～
ところ 2階視聴覚室
内容 「モンテ・クリスト伯　第四部」

■雑誌リサイクルフェア
とき 3月5日(日)、午前9時20分～
ところ 2階視聴覚室
内容 不用になった雑誌を、図書館利用者の皆さ
んに無償で提供します
※一般図書はありません。

■マジック教室
とき 3月25日(土)、午前10時～
ところ 2階視聴覚室
講師 大形弘さん

■図書館施設利用抽選会（4～6月分）
とき 3月7日(火)、午前10時～（受付は午前9時50
分～）
ところ 2階視聴覚室

■新刊案内
＜一般書＞
● 日本のがん医療を問う
● 愛がいない部屋
● 家庭でたのしむ科学の実験
● 温かい野菜料理　畑のそばでうまれたレシピ　
＜児童書＞
● ハロルドのしっぽ
● まほういろのえのぐ
● 日本の伝統食を科学する　第1巻　発酵食品をつ
くってみよう
● ぽけっとくらべ
● ジュニア日本の歴史辞典

■利用案内
開館時間 午前9時～午後7時

■上映会
とき 3月11日(土)、午後2時～
ところ 2階視聴覚室
内容 「世界昔ばなし８」

■ギャラリー展示

盆石展

とき 3月2日(木)～5日(日)

ペン習字作品展

とき 3月8日(水)～13日(月)
洋画教室展

とき 3月22日(水)～27日(月)
※いずれも、時間は午前9時～午後7時（初日は午後
1時から、最終日は午後3時まで）、場所は2階です。

■パソコン教室

エクセル基礎コース

とき 3月15日(水)～17日(金)
エクセル応用コース

とき 3月22日(水)～24日(金)
※いずれも、時間は午後6時30分～9時、場所は2
階パソコン室です。

■パソコン室一般開放
とき 毎週木曜日、午後1時～5時

■新刊案内
＜一般書＞
● 最期の教え
● がんでも私は不思議に元気
● ズッコケ中年三人組
＜児童書＞
● あいうえかきくけどうぶつえん
● 七つのぽけっと
● ひとりぼっちのバラ

…休館日� …おはなし会� …午後7時まで開館� …ビデオの日�

日 月 火 水 木 金 土�

　 　 　 1  2  3  4  

5  6  7  8  9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28  � 29� 30� 31

（3月）�

…休館日� …上映会�

日 月 火 水 木 金 土�

� � � 1  2  3  4  

5  6  7  8  9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28� 29� 30� 31 �

（3月）�
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今
回
は
「
人
権
」
と
い
う
言

葉
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。皆

さ
ん
は
、
「
人
権
」
と
い

う
言
葉
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を

受
け
ま
す
か
。

大
切
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
何
と
な
く
分
か
る
け
れ

ど
、
「
難
し
い
」
「
や
っ
か
い
」

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ま

た
、
「
人
権
問
題
」
な
ど

と
言
う
と
、
さ
ら
に
「
や
っ
か

い
な
問
題
」
と
し
て
受
け
と
め

ら
れ
が
ち
で
、
ま
た
、
何
や
ら

い
か
め
し
い
感
じ
が
し
て
、
な

か
な
か
身
近
な
問
題
と
は
感
じ

ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。

「
人
」
と
い
う
言
葉
は
、「
人

ご
と
」
な
ど
、
自
分
以
外
の
人

の
こ
と
を
指
す
場
合
が
あ
り
、

明
ら
か
に
「
人
権
」
を
侵
害
さ

れ
て
い
る
高
齢
者
・
障
害
者
・

子
ど
も
な
ど
が
周
り
に
い
な
け

れ
ば
、
人
権
問
題
は
余
計
に
人

ご
と
に
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。

も
と
も
と
「
人
権
」
と
は
、

英
語
の
「H

um
an
R
ights

（
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
）
」
が
語
源

で
、
「
人
間
の
権
利
」
と
訳
し

ま
す
。
ま
ず
は
、
人
間
で
あ
る

「
わ
た
し
」
や
「
あ
な
た
」、
そ

し
て
み
ん
な
の
権
利
と
い
う
意

味
な
の
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
「
自
分
が
さ
れ

て
嫌
な
こ
と
は
、
ほ
か
の
人
も

嫌
な
ん
だ
よ
」
と
、
言
っ
た
り

言
わ
れ
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

こ
れ
は
、
人
権
を
考
え
て
い

く
上
で
最
も
基
本
的
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
「
自
分
は
こ
ん
な
こ

と
さ
れ
た
く
な
い
」
と
い
う
の

は
、
自
分
を
大
切
に
思
っ
て
い

る
か
ら
感
じ
る
こ
と
で
、
そ
の

こ
と
が
「
人
権
」
を
考
え
て
い

く
出
発
点
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
周
り
の

人
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
思
い
を

は
せ
る
、
思
い
を
や
る
と
い
う

こ
と
。
こ
れ
が
「
お
も
い
や
り
」

の
語
源
で
す
。

こ
れ
ら
は
改
め
て
言
う
ま
で

も
な
く
、
社
会
生
活
・
人
間
生

活
を
送
っ
て
い
く
上
で
大
切
な

気
持
ち
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
「
人
権
」
の
原
点
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
会
生
活
の
中
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
間
関
係
は
避
け
て
通
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
「
人
権
」
は

人
と
人
と
の
か
か
わ
り
か
ら
生

ま
れ
る
概
念
で
す
。

「
人
権
問
題
」
は
、
「
人
間

関
係
の
問
題
」
と
言
っ
て
も
い

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

期
間
中
、
伊
勢
市
消
防
本
部

は
、
街
頭
で
の
防
火
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
配
布
、
合
同
消
防
訓
練

の
実
施
、
店
舗
や
旅
館
な
ど
の

特
定
防
火
対
象
物
・
危
険
物
施

設
へ
の
立
ち
入
り
検
査
な
ど
を

行
い
、防
火
啓
発
に
努
め
ま
す
。

市
内
で
は
平
成
17
年
中
に
、

65
件
の
火
災
が
発
生
し
、
そ
の

原
因
は
、
た
き
火
・
放
火（
疑
い

を
含
む
）・
た
ば
こ
・
コ
ン
ロ

が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。

火
災
の
危
険
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
に
潜
ん
で
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
火
の
元
に
十
分

注
意
し
、
家
の
中
や
外
に
危
険

な
個
所
が
な
い
か
、
一
度
点
検

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

防
火
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
き

３
月
１
日
（水）
、
①
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
30
分
・
②
午

後
３
時
〜
４
時

と
こ
ろ

①
ぎ
ゅ
ー
と
ら
小
俣

店
（
小
俣
町
元
町
）
、
②
イ
オ

ン
ラ
ラ
パ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
小
木
町
）

火
の
用
心
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

と
き

３
月
２
日
（木）
、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ

宮
川
堤
公
園
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場

防
火
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

と
き

３
月
３
日
（金）
〜
13
日
（月）

と
こ
ろ

度
会
町
役
場
１
階
・

ロ
ビ
ー

合
同
消
防
訓
練

と
き

３
月
６
日
（月）
、
午
後
３

時
〜
４
時

と
こ
ろ

山
田
赤
十
字
病
院

人
権
シ
リ
ー
ズ�

人
権
政
策
課
（
1
K
5
5
4
6
）�

★�

★�

★�

★�

★�

★�

(No.2)

統
一
標
語

「
あ
な
た
で
す
　

火
の
あ
る
く
ら
し
の

見
は
り
役
」

３
月
１
日
（水）
〜
７
日
（火）
は

「
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
期
間
で
す

消
防
本
部
予
防
課
（
1
O
１
２
６
８
）
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市
は
、
「
学
校
教
育
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
よ
る
教
育
活

動
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

特
殊
な
技
能
・
経
験
を
お
持

ち
の
方
や
、
教
育
活
動
支
援
に

意
欲
の
あ
る
方
を
、
教
育
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
、

学
校
の
要
望
に
応
じ
て
派
遣
し

ま
す
。

１
月
末
現
在
、
84
人
が
登
録

し
、
そ
の
う
ち
38
人
が
小
学
校

17
校
と
中
学
校
６
校
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

〈
活
動
内
容
〉

●

教
員
志
望
の
学
生
や
教
員
免

許
を
お
持
ち
の
方
が
、
授
業
や

放
課
後
の
補
充
学
習
を
手
助
け

し
ま
す

●

学
校
図
書
館
で
、
図
書
の
整

理
・
貸
し
出
し
・
返
却
の
手
伝

い
や
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、

図
書
デ
ー
タ
を
入
力
し
ま
す

●

英
語
や
書
道
、
茶
道
と
い
っ

た
特
技
を
生
か
し
て
、
授
業
や

ク
ラ
ブ
活
動
で
指
導
し
ま
す

●

ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
を
生
か
し

て
、
中
学
校
で
ク
ラ
ブ
活
動
の

実
技
指
導
を
手
助
け
し
ま
す

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

通
学
路
な
ど
の
安
全
確
保
を

行
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
は
、
４
０
０
人

を
超
え
る
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
の
登
録
が
あ
り
、
登
下
校

時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
買
い
物
・

散
歩
の
と
き
な
ど
に
見
回
り
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
力
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
て

学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
自
主
的
な
活
動
が
地

域
の
防
犯
意
識
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
「
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
か
役
に

立
ち
た
い
」
「
自
分
の
力
を
生

か
し
て
、
楽
し
く
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合
い
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
で
、
学
業
・
仕
事
・
家
事

の
合
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
学
校
の
教
育

活
動
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
触
れ
合

い
学
ぶ
、
良
い
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
学
校
と
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
連
携
を
大
切
に
し
て
、

共
に
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集

■
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
時
間

２
時
間
以
上
を
目

安
と
し
、
ご
都
合
に
合
わ
せ
て

時
間
・
曜
日
・
期
間
な
ど
を
希

望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

活
動
場
所

市
立
幼
稚
園
・
小

学
校
・
中
学
校

活
動
内
容

出
前
講
師
、
学
校

図
書
館
運
営
の
補
助
、
学
習
指

導
の
補
助
、
放
課
後
の
補
習
の

補
助
、
ク
ラ
ブ
活
動
指
導
な
ど

対
象

教
員
志
望
の
学
生
、
教

員
免
許
を
お
持
ち
の
方
、
特
殊

な
技
術
・
能
力
・
経
験
を
お
持

ち
の
方
な
ど
、
前
記
の
活
動
内

容
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
方

申
込

所
定
の
登
録
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
同
課
へ

※
登
録
用
紙
は
、
同
課
・
各
総

合
支
所
教
育
委
員
会
分
室
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http

:/
/
w
w
w
.city.ise.

m
ie
.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
時
間

随
時

活
動
内
容

学
校
・
地
域
の
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

申
込

活
動
を
希
望
す
る
幼
稚

園
・
学
校
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
（
登
録
用
紙
が
あ
り
ま
す
）

※
ま
た
、
登
録
用
紙
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

:/
/
w
w
w
.

city
.ise.m

ie.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

学
校
教
育
課

学
校
教
育
課（
1
K
5
6
2
8

5
6
2
8
）�
学
校
教
育
課（
1
K
5
6
2
8
）�

学校図書館での活動
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春
は
、
就
職
や
転
勤
、
進
学

な
ど
で
引
っ
越
し
が
多
い
時
季

で
す
。

住
所
が
変
わ
る
場
合
は
、
必

ず
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

正
当
な
理
由
も
な
く
届
け
出

を
し
な
か
っ
た
り
、
遅
れ
た
り

す
る
と
、
過
料
を
科
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
虚
偽
の
届
け
出
を
防

ぐ
た
め
、
窓
口
に
お
越
し
に
な

る
方
の
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の
の
ほ

か
、
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
健
康
保
険
証
な
ど
、
ご
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

書
面
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
期
間
は
受
付
窓
口
が
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

受
付
窓
口

戸
籍
住
民
課
、
各
総
合
支
所
生

活
環
境
課
、
各
支
所

受
付
日
時

平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
戸
籍
住
民
課
の
み
、
月

曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
は
、
住
所
異
動
手
続

き
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

◆住所異動全般について ………戸籍住民課 戸籍住民係（1K5547）

◆国民年金について ……………戸籍住民課 庶務係（1K5554）

◆国民健康保険について ………医療保険課 国民健康保険給付係（1K5646）

◆各種医療費助成について ……医療保険課 福祉医療係（1K5552）

◆児童手当について ……………児童長寿課（1K5561）

◆介護保険について ……………介護保険課（1K5560）

●  前住所地の市区町村長が発行した転出証明書��
●  国民健康保険証（国民健康保険をお使いの方が、同保険へ加入済み
の世帯に転入するとき）��
●  国民年金手帳（加入者のみ）��
●  本人または世帯主の印章（2人以上が異動するときは世帯主の印章）�
●  児童手当受給認定や乳幼児などの各種医療費助成の資格認定を申請
する方は所得証明書など�

●  印鑑登録証または「いせ市民カード」（登録者のみ）�
●  国民健康保険証（加入者のみ）�
※国民健康保険に加入中の学生の方は、そのまま伊勢市の国民健康
保険証が使えます。なお、学生用の国民健康保険証が必要な方は、
医療保険課国民健康保険給付係・各総合支所生活環境課・各支所の
いずれかで手続きをしてください。�
＜手続きに必要なもの＞　�
国民健康保険証、印章、在学証明書または学生証の写し�

●  各種医療費助成の受給資格証（受給者のみ）�
●  介護保険被保険者証（加入者のみ）�
●  本人または世帯主の印章（2人以上が異動するときは世帯主の印章）�

●  国民健康保険証（加入者のみ）�
●  各種医療費助成の受給資格証（受給者のみ）�
●  本人または世帯主の印章（2人以上が異動するときは世帯主の印章）�

種　類� 届出期間� 届出人� 持参するもの�

転　入�
市外から市内へ�
住所を移すとき�

転　出�
市外へ住所�
を移すとき�

転　居�
市内で住所を�
移すとき�

住み始めてから��
14日以内�

転出する��
おおむね��
2週間前から�

新しい住所地に��
住み始めてから��
14日以内�

異
動
す
る
本
人�

ま
た
は
世
帯
主�

(　　　 )

(　　 )

( 　　 )

お問い合わせ
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と
き

３
月
11
日
（土）
、
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
初
妊
婦
と
夫

内
容

妊
娠
中
の
健
康
管
理
、

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
子
育
て
、

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め

の
諸
制
度
、
沐
浴

も
く
よ
く

実
習
、
お
父

さ
ん
の
た
め
の
妊
婦
模
擬
体
験

な
ど

定
員

40
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

申
込

３
月
１
日
（水）
か
ら
、
電

話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

と
き

３
月
24
日
（金）
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
に
在
住
し
、
生
後

６
カ
月
ま
で
の
乳
児
の
保
護
者

内
容

離
乳
食
の
お
話
と
試
食

定
員

40
人
（
先
着
順
）

申
込

３
月
１
日
（水）
か
ら
、
電

話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

〜
２
人
で
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に
〜

伊
勢
市
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
Q
２
４
３
５
、
FAX
K
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
L
７
８
７
０
、
FAX
O
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所

（
1
b
1
1
1
３
、
FAX
c
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所

（
1
L
０
２
３
５
、
FAX
R
２
４
０
４
）

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉離乳食教室

と　き� ところ�

健康料理教室�  小俣保健センター�
（申込先：同センター）�

 二見公民館�
（申込先：二見総合支所）�

 伊勢市福祉健康センター�
（申込先：中央保健センター）�

おもてなし�
料理�

おもてなし�
料理�

高齢者�
向けの�
料理�

小俣町�
在住の方�

二見町�
在住の方�

旧伊勢市�
在住の方�

エプロン�
三角巾�

エプロン��
三角巾��
米1/2カップ�

3月14日（火）�
9：30～13：00

3月18日（土）�
9：30～13：00

3月22日（水）�
9：30～13：00

3月28日（火）�
9：30～13：00

ヘルスメイト�

料理講習会�

食改料理教室�

テーマ� 対　象� 持ち物�

料理講習会�

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

料
理
講
習
会

下
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

定
員

各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費

一
部
自
己
負
担
金
が

必
要

申
込

３
月
１
日
（水）
か
ら
、
電

話
ま
た
は
FAX
で
下
表
の
申
込
先

へ
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3月の主な相談など�

休日・夜間応急診療所�

内　　　容� 対　象�と　こ　ろ�月　　日� 時　　間�

～認知症が心配な方へ～ 脳の健康相談（要予約）�

 3月 14日 （火） �

 3月 28日 （火）�

�
 3月 28日 （火）�

 3月 24日 （金）�

 3月 27日 （月）�

 3月  2日 （木）�

 3月 16日 （木）�

 3月 8日 （水）�

 3月  7日 （火）�

 3月 2日 （木）�

 3月 16日 （木）�

 3月 23日 （木）�

9：00～11：00�

13：00～15：00�

9：30～11：00�

13：30～15：00�

9：30～11：00�

13：00～15：00�

�
13：00～15：00�

9：00～11：00�

13：00～15：00�

�

13：00～15：00

休日・夜間応急診療所（伊勢市福祉健康センター内）は、休日と毎夜間診療を行っています。 

診療日 �3　月�

内科・小児科�
（1O8795）�

昼間�
10：00～12：00�
13：00～17：00�

夜間�
19：30～22：00

休日�
（昼間・夜間）�

平日�
（夜間）�

休日（昼間10：00～12：00、13：00～17：00）�

 5日 12日 19日 21日 26日 �
   内科・小児科医師の2人体制で診療       �
 1 日 2 日 3 日 4 日 6 日 7 日 8 日�
 内  内  内  小  内  小  内�
 9 日 10 日 11 日 13 日 14 日 15 日 16 日�
  内 内  内  内  内  内  小�
 17 日 18 日 20 日 22 日 23 日 24 日 25 日�
 内  内  内  内  内  内 内�
 27 日 28 日 29 日 30 日 31 日�
 内  内  内  内 内�

1. 各会場で行うもの（お問い合わせは、各会場〈二見老人福祉センターは二見総合支所、ハートプラザみそのは御薗総合支所〉へ）�

2. 南勢志摩県民局保健福祉部：伊勢保健所（1Q5148）で行うもの�

歯科（1Q0829）�

子育て相談�
（乳幼児相談）�

成人健康相談�

成人栄養相談（要予約）�

歯の健康相談（要予約）�

中央保健センター�

中央保健センター�

二見老人福祉センター�

小俣保健センター�

小俣保健センター�

ハートプラザみその�

ハートプラザみその�

中央保健センター�

二見町在住の方�

市内在住の方�

市内在住の方�

小俣町在住の方�

市内在住の方�

ＨＩＶ検査（エイズ検査）�

こころの健康相談（要予約）�

内　　　容� 日　　　時�

毎週火曜日（8：45～11：00）　3月14日（火）（17：30～19：00）�

3月23日（木）（13：00～15：00）�

御薗町在住の方�

※出務医師の診療科目にかかわらず、内科・小児科を診療します。なお、上記の時間以外の診療や重症の方は、�
　救急医療情報センター（1R1199、24時間受付）へお問い合わせください。          

（内…内科医、小…小児科医）�

が
ん
検
診

申
し
込
み
は
、
電
話
ま
た
は

FAX
で
小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

子
宮
が
ん

と
き

３
月
７
日
（火）
、
①
午
後

０
時
30
分
〜
１
時
30
分
・
②
午

後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

①
下
小
俣
公
民
館
、

②
小
俣
北
部
公
民
館

対
象

小
俣
町
在
住
の
方

検
診
内
容

医
師
に
よ
る
頸
部

検
診

定
員

各
30
人
（
先
着
順
）

料
金

８
０
０
円（
当
日
持
参
、

70
歳
以
上
は
無
料
）

乳
が
ん

と
き

３
月
７
日
（火）
、
①
午
後

０
時
30
分
〜
１
時
30
分
・
②
午

後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

①
下
小
俣
公
民
館
、

②
小
俣
北
部
公
民
館

対
象

小
俣
町
在
住
の
方

検
診
内
容

エ
コ
ー（
超
音
波
）

検
査

定
員

各
40
人
（
先
着
順
）

料
金

８
０
０
円（
当
日
持
参
、

70
歳
以
上
は
無
料
）
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〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

男
女
共
同
参
画
情
報
紙
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
集
ス
タ
ッ
フ

を
募
集

市
民
参
画
交
流
課
（
1
K
５
５
１
３
）

対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通

学
し
て
い
る
方

内
容

男
女
共
同
参
画
情
報
紙
「
れ
い

ん
ぼ
う
」
（
仮
称
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

編
集
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
情
報
紙
編
集

基
礎
講
座
を
２
回
受
講
後
、
取
材
お
よ

び
編
集
会
議
を
月
２
〜
３
回
程
度
開
催

し
、
情
報
紙
を
年
３
回
発
行

任
期

４
月
〜
平
成
19
年
３
月

定
員

８
人
（
先
着
順
）

申
込

３
月
６
日
（月）
〜
17
日
（金）
に
、
電

話
で
同
課
へ

ま
た
、
へ
き
地
医
療
機
関
な
ど
へ
転

任
す
る
医
師
に
対
し
て
は
、
研
究
資
金

を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

一
定
期
間
、
県
内
指
定
の
医
療
機
関

な
ど
で
勤
務
し
た
場
合
は
、
資
金
の
返

還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

と
き

３
月
18
日
（土）
、
午
前
８
時
30
分

〜
９
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ

野
口
み
ず
き
金
メ
ダ
ル
ロ
ー

ド
（
下
図
の
と
お
り
）

集
合
場
所

倉
田
山
公
園
野
球
場
・
正

面
入
口

内
容

コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
、
ご
み

拾
い
な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す

持
ち
物

軍
手
な
ど

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

こ
ど
も
虐
待
防
止
講
演
と

話
し
合
い

児
童
長
寿
課
内
・
伊
勢
市
児
童
虐
待
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
（
1
K
５
５
６
１
）

と
き

３
月
16
日
（木）
、
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

講
演
「
こ
ど
も
虐
待
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
」
松
岡
典
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｍ
Ｃ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
み

っ
く
み
え
代
表
）
、
参
加
者
全
員
で
話

し
合
い

申
込

３
月
10
日
（金）
ま
で
に
、
電
話
で

同
課
へ

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
、
精
米
ま
で
の

農
作
業
を
体
験
し
ま
す
。

作
業
日

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
（
10

回
程
度
）

と
こ
ろ

西
豊
浜
町

対
象

市
内
在
住
の
方

定
員

15
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
費

３
０
０
０
円

申
込

３
月
31
日
（金）
ま
で
に
、
電
話
で

同
事
務
局
へ

※
参
加
し
た
方
に
は
、
皆
さ
ん
で
作
っ

た
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
１
人
に
つ
き
10
㎏
）

を
進
呈
し
ま
す
。

募
　
集�

三
重
県
医
師
修
学
資
金
な
ど
の

貸
与
者
を
募
集

三
重
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
室

救
急
・
へ
き
地
対
策
グ
ル
ー
プ

（
1
津
０
５
９
・
２
２
４
・
３
３
７
０
）

県
は
、
へ
き
地
医
療
・
小
児
医
療
・

産
婦
人
科
な
ど
に
携
わ
る
意
志
の
あ
る
、

医
学
生
・
大
学
院
生
・
臨
床
研
修
医
・

専
門
研
修
医
を
対
象
に
、
修
学
資
金
な

ど
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

催

し

物

�

野口みずき金メダルロードの

ウォーキング＆
クリーンアップ

資源循環課（1K5544）

稲
作
学
校

農
業
委
員
会
事
務
局
（
1
K
５
６
３
８
）

野口みずき金メダルロード
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お
知
ら
せ�

と
き

３
月
４
日
（土）
〜
４
月
２
日
（日）
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
月
曜
日

を
除
く
）

と
こ
ろ

郷
土
資
料
館
２
階
・
特
別
展

示
室

内
容

新
「
伊
勢
市
」
誕
生
を
記
念
し
、

市
指
定
文
化
財
を
中
心
に
、
絵
画
・
彫

刻
・
書
跡
・
民
俗
・
史
跡
分
野
の
資
料

を
展
示
し
ま
す

入
館
料

大
人
１
０
０
円
、
小
中
高
生

80
円
（
常
設
展
共
通
、
団
体
割
引
あ
り
。

た
だ
し
、
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭

の
日
」
で
無
料
）

と
き

３
月
10
日
（金）
・
17
日
（金）
・
24
日

（金）
・
31
日
（金）
、
４
月
７
日
（金）
（
計
５

回
）、
午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
南

館
（
パ
ル
テ
ィ
い
せ
）

対
象

パ
ソ
コ
ン
初
心
者

内
容

文
字
入
力
の
方
法
な
ど

定
員

６
人
（
先
着
順
）

受
講
料

一
般
３
０
０
０
円
、
登
録
団

体
２
５
０
０
円

申
込

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

公
共
下
水
道
へ
流
す
た
め
の
「
排
水
設

備
」
を
、
速
や
か
に
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

設
置
工
事
を
す
る
と
き
に
必
要
な
「
排

水
設
備
計
画
確
認
申
請
書
」
は
、
６
月

１
日
（木）
以
降
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
申
請
内
容
に
関
す

る
事
前
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

相
談
窓
口

下
水
道
課
（
1
K
５
６
０
６
）

二
見
上
下
水
道
課
（
1
b
１
１
４
３
）

御
薗
上
下
水
道
課
（
1
L
７
４
０
０
）

相
談
期
間

４
月
３
日
（月）
〜
５
月
31
日
（水）

■
第
１
期
整
備
区
域

大
湊
町
、
馬
瀬
町
、
下
野
町
、
神
社

港
、
竹
ヶ
鼻
町
、
小
木
町
、
船
江
２
・

３
丁
目
、
河
崎
２
丁
目
、
吹
上
１
・
２

丁
目
、
岩
渕
１
・
２
丁
目
、
岡
本
１
丁

目
、
本
町
、
二
見
町
今
一
色
、
御
薗
町

高
向
、
御
薗
町
長
屋
、
御
薗
町
王
中
島
、

御
薗
町
新
開
の
各
地
区
の
全
部
ま
た
は

一
部

郷
土
資
料
館
特
別
展

新
「
伊
勢
市
」
の

指
定
文
化
財
展

文
化
振
興
課
（
1
K
５
６
２
３
）

市
民
活
動
団
体
支
援

パ
ソ
コ
ン
講
習

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
1
J
４
３
８
５
）

夫
・
恋
人
か
ら
の
暴
力
に
関
す
る

女
性
の
悩
み
相
談

市
民
参
画
交
流
課
（
1
K
５
５
１
３
）

と
き

３
月
15
日
（水）
ま
で
、
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
（
平
日
の
み
）

対
象

市
内
在
住
の
女
性

相
談
員

婦
人
相
談
員

申
込

電
話
で
同
課
へ

※
法
律
的
な
判
断
が
必
要
な
場
合
は
、

３
月
22
日
（水）
に
、
女
性
弁
護
士
に
よ
る

相
談
（
定
員
８
人
）
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
詳
細
は
、本
人
に
直
接
連
絡
し
ま
す
。

企
業
合
同
就
職
説
明
会

三
重
県
南
部
地
域
雇
用
促
進
協
議
会
・
雇
用
対
策

事
業
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
1
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
４
１
・

５
４
４
１
）

と
き

３
月
９
日
（木）
、
午
後
１
時
〜
４

時
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

対
象

再
就
職
お
よ
び
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

就
職
希
望
者
、
平
成
17
年
度
・
18
年
度

の
大
学
・
専
門
学
校
卒
業
予
定
者
、
既

に
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
未
就
職
者
な

ど参
加
予
定
企
業

50
社
程
度

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

市
は
、
宮
川
流
域
関
連
伊
勢
市
公
共

下
水
道
第
１
期
整
備
区
域
の
供
用
開
始

を
６
月
１
日
（木）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

供
用
が
開
始
さ
れ
る
と
、
区
域
内
に

建
物
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
汚
水
を

宮
川
流
域
関
連
伊
勢
市
公
共

下
水
道
の
供
用
開
始
に
伴
う

排
水
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

下
水
道
課
（
1
K
５
６
０
６
）

月僊
げっせん

の富士の図

坂社
さかのやしろ

の獅子頭
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宮
川
流
域
関
連
伊
勢
市
公
共
下
水
道

の
供
用
開
始
に
伴
い
、
６
月
１
日
（木）
か

ら
市
全
域
（
小
俣
町
の
区
域
を
除
く
）

の
下
水
道
使
用
料
と
農
業
集
落
排
水
使

用
料
を
、下
表
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

今
回
の
改
定
で
は
、
二
見
町
お
よ
び

御
薗
町
の
区
域
の
使
用
料
を
、
旧
伊
勢

市
の
使
用
料
と
同
額
に
し
、
公
衆
浴
場

に
か
か
る
使
用
料
を
新
た
に
設
け
ま
す
。

な
お
、
現
在
、
下
水
道
・
農
業
集
落

排
水
に
接
続
し
て
い
る
方
に
は
、
６
月

分
の
排
除
汚
水
分
か
ら
改
定
後
の
使
用

料
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

下水道使用料と
農業集落排水使用料
の改定について

料金課（1K5601）

使用料（月額）�

種　　別� 一　　　　　般� 公衆浴場� 臨　　時�

基本�
使用料�

従量�
使用料�

汚水量�

料　金�

汚水量�

料　金�
（1ｍ3につき）�

※月額使用料は、基本使用料および従量使用料の合計額に1.05を乗じて得た金額（円未満切り捨て）とする。�
※公衆浴場には、温泉浴場やサウナなどの特殊浴場は含まない。�

10m3を超え�
20m3まで�

20m3を超え�
30m3まで�

30m3を超え�
50m3まで�

50m3を超え�
100m3まで�

10m3まで� 10m3まで�

1,000円� 1,000円� 1,000円�

100m3を超え�
500m3まで�

500m3を�
超えるもの� －�

－�

10m3を�
超えるもの�

130円� 150円� 180円� 210円� 245円� 280円� 20円� 280円�

平
家
の
里
に
モ
ミ
ジ
を
植
樹

観
光
政
策
課
（
1
K
５
５
６
６
）

矢
持
町
に
、
モ
ミ
ジ
（
35
本
）
を
植

樹
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
ゴ
ル

フ
ァ
ー
緑
化
推
進
協
議
会
の
緑
化
協
力

金
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

市
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定

観
光
文
化
会
館
（
1
R
５
１
０
５
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア

（
1
K
０
９
０
０
）

伊
勢
図
書
館
（
1
K
０
０
７
７
）

市
は
、
民
間
の
能
力
を
活
用
し
、
施

設
の
効
果
的
・
効
率
的
な
管
理
運
営
を

行
う
「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
、
左
表
の
と
お
り
、

観
光
文
化
会
館
と
同
駐
車
場
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
、
伊
勢
図
書

館
に
も
同
制
度
を
導
入
し
、
指
定
管
理

者
が
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

指
定
期
間
は
、
４
月
１
日
〜
平
成
21

年
３
月
31
日
で
す
。

施 設 名 � 指定管理者�

観光文化会館�

および同駐車場�

生涯学習センター�

いせトピア�

伊勢図書館�

特定非営利活動法人�

まなびの広場�

　　（二見町松下）�

株式会社�

図書館流通センター�

　（東京都文京区）�

生
活
に
お
困
り
の
ご
家
庭
に

学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を

援
助

学
校
教
育
課

（
1
K
５
６
２
２
）

小
・
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
を
お
持
ち
で
、
経
済
的
に
困
っ
て

い
る
ご
家
庭
に
、
学
用
品
費
・
給
食
費
・

修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し
ま

す
。援

助
を
希
望
す
る
方
は
、
各
学
校
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

認
定
基
準

◆
世
帯
の
合
計
所
得
金
額
が
、
生
活
保

護
基
準
額
の
1.5
倍
以
内
の
家
庭

◆
前
記
以
外
で
、
前
年
度
ま
た
は
今
年

度
で
次
の
項
目
に
該
当
し
、
特
に
教
育

委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
家
庭

・
生
活
保
護
が
廃
止
ま
た
は
停
止

・
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

・
国
民
年
金
の
掛
け
金
が
減
免

・
国
民
健
康
保
険
料
が
減
免
ま
た
は
徴

収
猶
予

・
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る

・
そ
の
ほ
か
、
収
入
が
不
安
定
で
学
校

納
付
金
の
納
付
状
態
が
悪
い
な
ど
、
生

活
状
態
が
苦
し
い
と
認
め
ら
れ
る
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害
者
、
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

と
２
級
の
一
部
に
該
当
す
る
程
度
）
に

あ
る
20
歳
未
満
の
方

特
別
児
童
扶
養
手
当

支
給
額

１
級
…
月
額
５
万
９
０
０
円
、

２
級
…
月
額
３
万
３
９
０
０
円

対
象

重
度
の
精
神
障
害
者
、
知
的
障

害
者
（
最
重
度
か
ら
中
度
）
、
ま
た
は

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
と
４
級

の
一
部
に
該
当
す
る
程
度
の
状
態
に
あ

る
20
歳
未
満
の
方
を
養
育
し
て
い
る
保

護
者

障
害
が
あ
る
方
を
自
宅
で
介
護
・
養

育
し
て
い
る
ご
家
庭
に
、
次
の
手
当
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
審
査

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

支
給
額

月
額
２
万
６
５
２
０
円

対
象

日
常
生
活
で
常
に
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
（
重
度
の
障
害
が

重
複
し
て
い
る
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
程

度
の
状
態
）
に
あ
る
20
歳
以
上
の
方

※
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
て
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

支
給
額

月
額
１
万
４
４
３
０
円

対
象

日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
（
重
度
の
精
神
障
害
者
、

Ｉ
Ｑ
〈
知
能
指
数
〉
20
以
下
の
知
的
障

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を

支
給
中

障
害
福
祉
課

（
1
K
５
５
５
８
、
FAX
K
５
５
５
５
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

（
1
b
１
１
１
３
）

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

（
1
L
７
８
６
２
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

（
1
L
０
２
３
５
）

市
・
県
民
税
と
所
得
税
の

申
告
を
受
付
中

課
税
課
市
民
税
係
（
1
K
５
５
３
４
）

伊
勢
税
務
署
個
人
課
税
部
門
（
1
R
３
１
９
４
）

市
・
県
民
税
と
所
得
税
・
贈
与
税
の

申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
告
会
場
は
、
い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館
（
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）
で
す
。

な
お
、
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い

て
は
、
二
見
総
合
支
所
３
階
・
第
１
会

議
室
、
小
俣
公
民
館
１
階
・
第
１
会
議

室
、
御
薗
公
民
館
２
階
・
講
堂
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

申
告
期
限
は
３
月
15
日
（水）
で
す
の
で
、

お
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地

方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限
は
、

３
月
31
日
（金）
で
す
。

忘
れ
ず
に
申
告
・
納
付
を
し
て
く
だ

さ
い
。

バイク・軽四輪・
小型特殊自動車の
変更手続きは
3月末までに

課税課・軽自動車税担当

（1K5531）

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
・
小
型
特
殊
自
動

車
な
ど
の
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
で
登
録
し
て
い
る
方
に
、
年
額
で

か
か
り
ま
す
（
月
割
り
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

下
表
に
該
当
す
る
方
は
、
３
月
末
ま

で
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
「
車
検
が
受

け
ら
れ
な
い
」
「
所
有
し
て
い
な
い
の

に
税
金
が
か
か
っ
た
」
な
ど
の
問
題
が

生
じ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
車
種
に
よ
っ
て
登
録
変
更
・

抹
消
の
手
続
き
先
が
異
な
り
ま
す
。

◆
小
型
特
殊
自
動
車
の
届
け
出
も
お
忘

れ
な
く

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
を

買
い
替
え
た
場
合
も
、
登
録
の
変
更
手

続
き
が
必
要
で
す
。

変更や抹消手続きが必要な場合�車種別の手続き先�

廃
　
車�

名
義
変
更�

住
所
変
更�

● 廃棄処分済み�

● 盗難に遭い、所有していない�

● バイク・軽自動車などを他人に

　譲った、または譲ってもらった�

● 伊勢市に転入、または伊勢市�

　から転出した�

車　　種� 手続き先と電話番号�

● 125ccまでのバイク�
● 小型特殊自動車�
（トラクター・フォークリフトなど）�
�

● 126cc～250ccまでのバイク�

�
● 三輪、四輪の軽自動車�

�
● 251cc以上のバイク�

課税課軽自動車税担当 （1K5531）�
二見総合支所税務課 （1b1145）�
小俣総合支所税務課 （1L7860）�
御薗総合支所税務課 （1L0235）�　�
軽自動車協会�
 （1津059・234・8611）�　�
軽自動車検査協会�
 （1津059・234・8431）�　�
三重運輸支局�
 （1050・5540・2055）�

あ�
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や
す
ら
ぎ
公
園
墓
所
の
ご
案
内

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

（
1
N
８
５
０
９
）

こ
れ
か
ら
墓
所
を
購
入
し
よ
う
と
お

考
え
の
方
は
、
一
度
や
す
ら
ぎ
公
園
墓

所
を
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
墓
地
の
継
承
者
に
つ
い
て
ご

心
配
な
方
の
た
め
に
、
永
代
管
理
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

2�

3�

4�

6�

8�

10

600,000�

790,000�

990,000�

1,380,000�

1,780,000�

2,200,000

墓所面積�
（㎡）�

永代管理料�
（円）�

永代管理料価格表�
不
動
産
の
公
売
を
実
施
し
ま
す
。
な

お
、公
売
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、

同
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き

３
月
７
日
（火）
、
午
前
10
時
30
分

〜
11
時

と
こ
ろ

県
津
庁
舎
６
階
・
第
61
会
議

室
（
津
市
桜
橋
３
丁
目
４
４
６
―
34
）

不
動
産
公
売
を
実
施

三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
徴
収
課

（
1
津
０
５
９
・
２
１
３
・
７
３
５
５
、

http://w
w
w
.zei-kikou.jp/

）

2�

3�

4�

6�

8�

10�

12�

20

208,000�

312,000�

420,000�

636,000�

856,000�

1,080,000�

1,296,000�

2,160,000

墓所面積�
（㎡）�

永代使用料（円）�
東向区画� 西向区画�

192,000�

288,000�

388,000�

588,000

墓地価格表�

－�

－�

－�

－�

平
成
18
年
度
の

国
民
健
康
保
険
料
と

介
護
保
険
料

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

医
療
保
険
課
（
1
K
５
５
５
１
）

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

介
護
保
険
課
（
1
K
５
５
６
４
）

平
成
18
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
お

よ
び
介
護
保
険
料
の
納
付
通
知
書
を
、

４
月
中
旬
ご
ろ
発
送
し
ま
す
。

納
期
は
、
４
月
〜
平
成
19
年
１
月
の

各
月
（
10
回
）
で
す
。

■
４
月
〜
６
月
の
各
月
に
納
付
し
て
い

た
だ
く
保
険
料
〈
暫
定
賦
課
額
〉

国
民
健
康
保
険
料

平
成
17
年
度
の
国

民
健
康
保
険
料
（
税
）
の
年
額
の
10
分

の
１
（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

た
だ
し
、
平
成
17
年
度
途
中
か
ら
加

入
し
た
方
の
保
険
料
額
は
、
１
年
分
に

換
算
し
た
額
を
根
拠
に
し
ま
す
。

介
護
保
険
料

平
成
17
年
度
の
税
デ
ー
タ
に
基
づ
き

計
算
し
た
所
得
段
階
保
険
料
の
年
額
の

10
分
の
１（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

こ
の
た
め
、
平
成
18
年
度
の
税
デ
ー

タ
に
基
づ
く
確
定
賦
課
を
行
う
７
月
か

ら
は
、
確
定
し
た
保
険
料
か
ら
暫
定
賦

課
額
を
差
し
引
い
た
額
を
、
残
り
の
納

（単位：円）�

国民健康保険料の例  … 平成17年度の保険料（税）が100,000円の場合 

（暫定賦課分） 　　　　　  （確定賦課分）�

（暫定賦課分） 　　　　　  （確定賦課分）�

4～6月は、平成17年度の保

険料（税）の10分の1（10,000

円）ずつ納付していただきます�

◆算出保険料額が170,000円になった場合�

　140,000円（170,000円－30,000円〈暫定賦

課分〉）を、7月～平成19年1月に納付していた

だきます�

介護保険料の例  … 平成17年度の税データで計算した保険料が27,000円の場合 

 

4～6月は、平成17年度の税

データで計算した保険料の10

分の1（2,700円）ずつ納付し

ていただきます�

◆平成18年度の税データで算出した保険料額

が36,000円になった場合�

　27,900円（36,000円－8,100円〈暫定賦課分〉）

を、7月～平成19年1月に納付していただきます�

　　 暫定賦課分   　　　　　　　　 確定賦課分      �

 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期�
 （4月） （5月） （6月） （7月） （8月） （9月） （10月） （11月） （12月） （1月）�

 10,000 10,000 10,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000

　　 暫定賦課分   　　　　　　　　確定賦課分      �

 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期�
 （4月） （5月） （6月） （7月） （8月） （9月） （10月） （11月） （12月） （1月）�

 2,700 2,700 2,700 4,500 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900

（単位：円）�

期
回
数
（
７
回
）
で
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
確
定
賦
課
後
の
納
付
通
知
書

は
７
月
中
旬
ご
ろ
発
送
し
ま
す
。

※
平
成
18
年
度
に
介
護
保
険
制
度
が
改

正
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
介
護
保
険

料
な
ど
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
確
定
次

第
、
「
広
報
い
せ
」
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※墓地管理料は、1㎡当たり780円／年です。
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青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

内
閣
府
政
策
統
括
官
付
国
際
交
流
第
１
担
当

（
1
東
京
０
３
・
３
５
８
１
・
１
１
８
１

http://w
w
w
8
.ca
o.g
o.jp/youth/koryu1

.htm

）

内
閣
府
は
、
平
成
18
年
度
に
実
施
す

る
国
際
交
流
事
業
「
国
際
青
年
育
成
交

流
」
「
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
」

「
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
」「
世
界

青
年
の
船
」「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込

３
月
20
日
（月）
ま
で
に
、
県
生
活

部
青
少
年
育
成
室
（
1
津
０
５
９
・
２

２
２
・
５
９
８
６
）
へ

離宮の湯

「かわり湯」のご案内

3月10日（金）ハーブ

20日（月）森林グリーン

26日（日）美人の湯

30日（木）アロエ

場所 小俣保健センター隣

営業時間 午後2時～10時（最終入場：午後9時）

休業日 火曜日

（1L0548）

「みて きいて 伊勢」�「みて きいて 伊勢」�「みて きいて 伊勢」�

伊勢市テレビ広報�

「みて きいて 伊勢」�
秘書広報課（1K5515）�

※アナログ10チャンネルでは、午前6時・9時、正午、午後3

時・6時・9時から放送を行っています。�

　また、市議会定例会本会議および予算・決算特別委員会を、

開会日の翌日の午後2時と午後7時から放送しています。�

※アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネルでは、午前

7時～翌日午前2時（土曜日･日曜日は午前4時まで）の毎時0

分から、繰り返し放送を行っています。�

　また日曜日は、その週に放送されたニュース・リポート番

組をまとめて放送します。�

※放送時間や内容が変更することがあります。ご了承ください。

（アナログ10チャンネル）�

■特集（3月）�

進め！「ごみゼロのまち・伊勢」へ�

～道路舗装をガラスリサイクルで～　�

�

■お知らせ�

（2／27～3／5）�
　  ● パパとママの教室�

（3／6～12）�
　  ● 住所変更の届け出案内�
　  ● 市・県民税の申告と�

    所得税の確定申告�

（3／13～19）�
　  ● 介護保険制度の改正�
　  ● 市民活動センター情報�

（3／20～26）�
　  ● 水道の修繕工事�

（3／27～4／2）�
　  ● 住所変更の届け出案内�

（アナログ21チャンネル）�

　御薗地区のみの放送で、アナログ10チャン

ネルと同じ「特集」「お知らせ」などの行政情

報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。�

�

（アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル）�

■コミュニティチャンネル�
  ● ニュース（毎時0分から放送）�
  ● リポート番組①（毎時30分から放送）�
  ● ハッピーBIRTH・コルクボード　�
  ● リポート番組②（毎時50分または45分から放送）�

勢田川水質調査結果�

姫之橋�

3.2�

1.2�

3.6�

�

北新橋�

3.1�

2.2�

5.8�

�

勢田大橋�

1.4�

1.1�

7.0�

�

一色大橋�

0.8�

0.7�

2.2

勢田川�

5mg／　以下（勢田大橋）�環境基準�

BOD�
（mg／　）�

測定地点�

（12月6日　東海テクノ　分析） 

H17年12月結果�

H16年12月結果�

H16年度平均�

姫之橋�

6.5�

3.6�

3.6�

�

北新橋�

14.0�

9.6�

5.8�

�

勢田大橋�

1.8�

7.1�

7.0�

�

一色大橋�

1.0�

4.1�

2.2

勢田川�

5mg／　以下（勢田大橋）�環境基準�

BOD�
（mg／　）�

測定地点�

（1月17日　東海テクノ　分析） 

H18年1月結果�

H17年1月結果�

H16年度平均�
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3月のごみ処理�3月のごみ処理�3月のごみ処理�

3月の資源物回収日�

回収地区�
資源びん・�
 紙類・布類・�
ペットボトル�

プラスチック製容器包装�回収地区�
資源びん・�
 紙類・布類・�
ペットボトル�

プラスチック製容器包装�

進　修�

修　道�

明　倫�

有　緝�

厚　生�

早　修�

中　島�

神　社�

29日（水）  �

16日（木）  �

8日（水）  �

14日（火）  �

2日（木）  �

1日（水）  �

23日（木）  �

15日（水）  

9日（木）�

9日（木）�

10日（金）�

10日（金）�

15日（水）�

15日（水）�

3日（金）�

8日（水）�

大　湊�

浜　郷�

宮　本�

豊　浜�

北　浜�

城　田�

四　郷�

沼　木�

28日（火）  �

9日（木）  �

30日（木）  �

7日（火）  �

3日（金）  �

31日（金）  �

10日（金）  �

22日（水）  

7日（火）�

7日（火）�

14日（火）�

1日（水）�

1日（水）�

2日（木）�

8日（水）�

14日（火）�

3月の燃えないごみ回収日� 3月の資源回収ステーション開設日�

回収地域� 回収日� 回収地域� 回収日�

燃えるごみ回収日が�

月曜日・木曜日�

1日（水）�
15日（水）�
29日（水）�

燃えるごみ回収日が�

火曜日・金曜日�

8日（水）�

22日（水）�

3月の燃えないごみ（カン・ガラス）などの回収日 

 回収物� 回収日�

カン・小金属類（集積所へ）           �

ガラス・陶器類（集積所へ）           �

てんぷら油・蛍光管（各地区公民館などへ）           

 1日（水） ・ 15日（水） ・   29日（水）�

 8日（水） ・ 22日（水） �

 4日（土） ・ 5日（日） 　�

・�

・�

・�

・�

・�

・�

・�

・�

24日（金）�

24日（金）�

29日（水）�

29日（水）�

31日（金）�

31日（金）�

17日（金）�

23日（木）�

・�

・�

・�

・�

・�

・�

・�

・�

22日（水）�

22日（水）�

28日（火）�

16日（木）�

16日（木）�

17日（金）�

23日（木）�

28日（火）�

3月の燃えないごみ（カン・くずびん）などの回収日�

回収物�

びん類、陶器類、金属類、その他            1日(水)・8日(水)・15日(水)・22日(水)・29日(水)  

旧伊勢市�

問い合わせ先�

二見町� 小俣町� 御薗町�

資源循環課�

（137-1443）�

ごみの分別・出し方・回収日は「ごみリサイクルカレンダー」などで確認してください。�

二見総合支所�
生活環境課�
（142-1112）�

小俣総合支所�
生活環境課�
（122-7861）�

御薗総合支所�
生活環境課�
（122-0235）�

（伊勢市中央・宇治・船江・中島・城田・佐八）�

※北浜資源回収ステーション…月曜日～金曜日、日曜日(祝日を除く）�

 1日（水） 4日（土） 5日（日） 8日（水） 11日（土）  

 12日（日） 15日（水） 18日（土） 19日（日） 21日（祝）  

 22日（水） 25日（土） 26日（日） 29日（水）�

■生ごみの水切りにご協力をお願いします。�

〈すべての地区（旧伊勢市・二見町・小俣町・御薗町）〉      

回収日�

�

4月分からは掲載しませんので、�
ごみリサイクルカレンダーでご確認ください。�

旧伊勢市�

二見町�

小俣町�
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3月のごみ処理�3月のごみ処理�
種　別� 相　談　日　な　ど�

毎週月曜日、 午後１時30分～�
対象：市内に住所を有する方�
受付：相談日当日の午後1時15分までに秘書広報課へ来所�
定員：１日８人まで（定員を超えた場合は抽選）�
場所：秘書広報課広報広聴係　121－5515

3月8日（水）・22日（水）、 午後1時30分～�
対象：市内に住所を有する方�
受付：3月1日（水）の午前8時30分から社会福祉
協議会小俣支所へ来所または電話�
定員：いずれも1日4人まで（先着順）�
場所：小俣公民館�
（問い合わせ先）社会福祉協議会小俣支所　127－0509

第２・３・４水曜日(3月8日・15日・22日）、�
午前10時～午後3時�
受付：相談日当日の午前8時30分から秘書広報課へ電話 �
定員：いずれも1日4人まで（先着順）�
場所：秘書広報課広報広聴係　121－5515

第2・4火曜日（3月14日・28日）、 午後1時～4時�
受付：午後3時まで�
場所：秘書広報課広報広聴係　121－5515

月曜日～金曜日、 午前9時～午後4時�
受付：午後3時30分まで　場所：県交通事故相
談窓口　1津059－228－7350

第1・3水曜日（3月1日・15日）、 午後1時～3時�
場所：小俣公民館�
（問い合わせ先）小俣総合支所　122－7858

第2火曜日(3月14日）、 午後1時～4時�
受付：午後3時まで�
場所：秘書広報課広報広聴係　121－5515

毎週火曜日・水曜日・金曜日、 �
午前9時30分～午後4時30分�
場所：津地方法務局伊勢支局　128－6158

第1木曜日（3月2日）、 午後1時～4時�
受付：午後2時まで�
場所：秘書広報課広報広聴係  121－5515

月曜日～金曜日、 午前9時～午後4時�
場所：福祉総務課　121－5556

月曜日～金曜日、 午前8時30分～午後5時�
場所：児童長寿課　121－5561

月曜日～金曜日、 午前8時30分～午後5時�
場所：児童長寿課　121－5561 

3月23日（木）、 午後1時～4時�
場所：社会福祉協議会二見支所 143－3994

第1・3水曜日（3月1日・15日）、 午後1時～3時�
場所：小俣公民館�
（問い合わせ先）社会福祉協議会小俣支所  127－0509

第3金曜日(3月17日）、 午後1時30分～4時30分�
場所：ハートプラザみその�
（問い合わせ先）社会福祉協議会御薗支所  122－6617

月曜日～金曜日、 午後1時～3時�
〈相談方法〉電話 ・ 来所�
場所：社会福祉協議会伊勢支所�
（伊勢市福祉健康センター内） 127－2425

第３木曜日（3月16日）、 午前9時30分～11時30分�
受付：相談日当日の午前8時30分から秘書広報
課へ電話　定員：１日４人まで（先着順)�
場所：秘書広報課広報広聴係　121－5515

種　別� 相　談　日　な　ど�

月曜日～金曜日、午前9時～午後4時�
〈相談方法〉電話�
場所：大世古保育所　125－3676

毎日（火曜日・日曜日・祝日を除く）、�
午前9時～午後5時�
場所：中高年齢者職業相談室　128－1267

火曜日～日曜日、午前9時～午後5時�
場所：家庭教育相談室「スマイルいせ」�
（生涯学習センターいせトピア内）　121－0910

月曜日～金曜日、午前9時～午後4時�
〈相談方法〉電話・来所�
場所：県消費生活相談窓口  1津059－228－2212 
 商工政策課　121－5512

月曜日～金曜日、午前9時～午後4時�
〈相談方法〉電話・来所�
場所：青少年相談センター�
（厚生中学校管理教室棟2階）�
128－6344

月曜日～金曜日、午前9時～午後5時�
〈相談方法〉電話・来所�
場所：教育研究所�
(八日市場町17－30戦災復興会館内) �
122－0285・22－0347

第2・4水曜日（3月8日・22日）、 午後1時～5時�
3月2日・9日・16日、午前10時～午後5時�
場所：教育研究所�
(八日市場町17－30戦災復興会館内) �
122－0285・22－0347

毎週土曜日、午前10時～午後3時�
〈相談方法〉電話・来所�
場所：社会福祉協議会伊勢支所�
（伊勢市福祉健康センター内）127－2425

月曜日～金曜日、午後1時～3時�
〈相談方法〉電話・来所�
場所：社会福祉協議会伊勢支所�
（伊勢市福祉健康センター内）127－2425

第1・2・4火曜日（3月7日・14日・28日）、�
午前10時～午後4時�
対象：市内に在住または通勤している35歳以下
の方またはその保護者、学校の進路担当教諭�
定員：1日5人まで（相談時間は1人45分）�
場所：サンライフ伊勢�
（申込先）おしごと広場みえ　1津059－222－3309�
　　　　商工政策課　121－5568

3月の無料相談�

法 律 �

結 婚 �

介 護 �

乳 幼 児 �

就 職 �

消費生活�

家庭教育�

青 少 年 �
（非行・いじめなど）�

老人在宅

介 護 �

教 育 �
小中学生の不登
校・いじめ・友人
関係・学習など�

臨床心理士�
などによる�
カウンセリン
グ（要予約）�
小 中 学 生 の �
教育について�

中高年齢者
職 業 �

クレジット�

サラ金など�

交通事故�

行 政 �

登 記 �

人 権 �

公 証 �
（遺言・契約証明）�

婦 人 �

母 子 �

家庭児童�

心配ごと�

第2木曜日（3月9日）、 午後1時～4時�
受付：午後3時まで�
場所：秘書広報課広報広聴係　121－5515

毎日24時間対応  〈相談方法〉電話・来所�

＜在宅介護支援センター＞�
 神路園 122－6010�
 双寿園 127－6177�
 白百合園 127－1511�
 山咲苑 126－2600�
 正邦苑 138－1800�
 みなと 135－0811�
 楽寿苑 131－0050�
 豊壽園 144－2525�
 ふたみふれあいプラザ 143－4423�
 小俣在宅介護支援センター 127－1155�
 山田赤十字病院在宅介護支援センター 128－4141
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広 報

まちの話題�

勇壮な高向地区の御頭神事
おかしらしん じ

2月11日、御薗町高向地区で、国の重要無形民俗文化財に
指定されている「御頭神事」が行われました。
「御頭神事」は、およそ800年前に、高向地区で流行し

た悪疫
あくえき

を、御頭で舞を舞ってはらったことに由来します。
この日は、2対の御頭が地区内で舞を舞いました。また、

夜には、たいまつの火の粉が降りそそぐ中、御頭を掲げる

「打
うち

祭り」が勇壮に行われました。

みんなで鬼退治だ!! 保育園で豆まき

2月3日、御薗第１保育園と御薗第２保育園の園児たちが、
「節分」の豆まきを行いました。
園児たちは、鬼に負けないように、自分たちで作った鬼の

面をかぶり、保育園にやってきた赤鬼に向かって「鬼は外！
福は内！」と、大きな掛け声とともに、豆をまきました。

ファミリーキンボール大会

1月29日、小俣総合体育館で、ファミリーキンボール
大会が開催されました。
キンボールは、色分けされた3チームで対戦するスポ

ーツです。ボールの大きさは、なんと直径1メートル22
センチ、重さはわずか1キログラムです。
この競技は、対戦相手のチームの色を叫んでボール

を打ち、呼ばれたチームは、ボールが地面に着く前に
キャッチ（捕球）します。
参加者たちは、大人も子どもも大きなボールと一緒

にコート内を駆け回り、心地よい汗を流しました。

鮫川
さめがわ

の浄化作業

二見町内を流れる鮫川に、毎日欠かさずＥＭ菌を散布し
ています。
ＥＭとは、有用微生物群（Effective  Microorganisms：エ

フェクティブ　マイクロオーガニズムズ）の略で、いくつ
かの種類の善玉菌を効果的に組み合わせたものです。
効果が目に見えて表れるまでには数カ月ほどかかります

が、継続して散布することで、土壌の浄化や水質の改善に
役立ちます。
地域の皆さんや、ボランティア団体「いもっこ」に協力

をいただきながら、川の浄化に取り組んでいます。

※外国人登録者を含む

総人口　 137,189人（－93人）

男　性　 65,198人（－26人）

女　性　 71,991人（－67人）

世帯数　 52,123世帯（＋1世帯）

人の動き（１月末現在）

いせ�いせ�


